
【
毎
週
水
曜
日
】

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
ご
協
力
を

三
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に
粟
井
小
学
校
を
利
用
し
て
子
供
の
居
場
所
づ

く
り
を
始
め
ま
し
た
。
小
野
に
在
住
の
五
味
で
す
。

現
代
社
会
の
多
様
化
す
る
価
値
観
の
中
、
学
校
に
行
か
な
い
選
択
を
す
る

子
供
は
全
国
の
小
、
中
学
校
で

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。（2

0
2
1

年
度
文

20

科
省
調
べ
）

私
た
ち
は
保
護
者
有
志
の
集
ま
り
で
活
動
の
一
環
と
し
て
、
粟
井
小
学

校
の
教
室
や
図
書
室
等
を
利
用
し
て
勉
強
を
し
、
広
々
と
し
た
校
庭
で
思
い

切
り
運
動
し
た
り
、
ま
た
地
域
の
方
と
の
多
世
代
間
交
流
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
多
様
な
学
び
の
場
、
居
場
所
の
確
保
を
考
え
て
い
ま
す
。

お
な
じ
く
水
曜
日
は
、
人
お
こ
し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
み
な
が
ら
、
社
会

復
帰
を
目
指
す
若
者
達
が
カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど
を
通
じ
て
、こ
の
活
動
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
地
域
の
数
家
族
で
、
小
規
模
な
集
ま
り
の
予
定
で
す
。
ご
理
解
あ

る
方
、
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
小
さ
い
子
の
相
手
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
る
地
域
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
暖
か
い
眼
差
し
で
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
下
さ
れ
ば
幸
い

で
す
。
子
供
た
ち
の
笑
い
声
の
響
く
粟
井
小
学
校
に
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

※
様
々
な
理
由
で
、
学
校
へ
行
か
な
い
事
を
選
択
し
た
子
供
達
と
保
護
者

の
集
ま
り
で
す
。
学
校
復
帰
を
目
的
と
せ
ず
、
社
会
的
自
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。(

教
育
機
会
確
保
法

令
和
元
年

月

日
文
科
省
の
通
達
に
よ
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【
三
月

六
日
】

美
作
市
粟
井
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、

粟
井
地
区
交
通
安
全
協
会
共
催
に

よ
る
清
掃
活
動
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
開
会
式
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
に
分
か
れ
て
区
境
を
中
心
に

ご
み
、
空
き
缶
等
を
拾
っ
た
り
、
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
集
め
た
ご
み
等
は
学
校
に
持

寄

り

、

分

別

し

、
引

き

取
っ

て
貰
い

ま

し

た

。
お

世
話
に

な
り
ま

し

た

。

【
二
月
二
十
日
】

農
地
や
農
道
、
水
路
の
管
理
、
農
村
環
境

の
保
全
に
取
り
組
む
美
作
市
内
の
集
落
、
団

体
計
１
０
７
組
織
に
よ
る
「
多
面
的
機
能
広

域
活
動
組
織
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
活
動
を
進
め
て
い
る
粟
井

中
、
鷺
巣
な
ど
全

組
織
と
、
新
た
に
は
じ

26

め
る
梶
原
、
小
野
な
ど

組
織
が
参
加
し
ま

81

し
た
。

設
立
総
会
で
は
、
運
営
委
員
長
に
勝
田
地

域
の
宗
掛
多
面
的
機
能
組
合
の
江
見
文
夫

さ
ん
を
、
旧
町
村
の
６
地
域
か
ら
一
人
ず
つ

の
代
表
に
、
作
東
地
域
か
ら
松
本
政
幸
さ
ん

を
選
出
し
ま
し
た
。

【
三
月
十
七
日
】

第
三
回
美
作
市
自
治
振
興
協
議
会
役
員
会
の
報

告
、
令
和
三
年
度
作
東
地
域
自
治
振
興
協
議
会
事
業

報
告
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
の
原
案
検
討
を
し
ま
し

た
。
作
東
自
治
振
の
総
会
日
時
も
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
作
東
レ
イ
ン
ボ
ウ
ホ
ー
ル
」
に
テ
ー
ブ
ル

と
イ
ス
を
置
く
こ
と
の
是
非
を
検
討
し
ま
し
た
。
食
事

は
テ
ー
ブ
ル
で
、
通
夜
は
畳
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
総

会
で
協
議
し
ま
す
。
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
三
月
十
六
日
～
】

能
登
香
の
里
小
房
の
駐
車
場
に
あ
る
案

内
用
の
看
板
を
、
新
し
く
見
や
す
い
も
の
に

改
修
し
て
頂
き
ま
す
。

今
ま
で
の
も
の
よ
り
大
き
く
写
真
入
り

で
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
コ
テ

ー
ジ
の
改
修
も
終
わ
り
、
後
は
多
く
の
方
に

利
用
し
て
頂
く
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
で
Ｐ
Ｒ
し
て
頂

け
れ
ば
有
難
い
で
す
。

【
三
月
十
七
日
】

大
原
、
東
粟
倉
、
作
東
、
勝
田
、
美
作
、
英
田
の

６
地
域
の
社
協
の
代
表
者
と
愛
育
、
栄
養
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
、
自
治
振
等
の
代
表
者

人
の
会
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で
す
。

報
告
事
項
で
①
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
②
「
プ
ラ
ン
タ

ー
で
つ
な
が
る
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
③
令
和
四
年
度
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
出
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
引
き
こ
も

り
の
理
解
と
支
援
に
つ
い
て
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山

高
等
学
院
の
水
野
文
一
郎
氏
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
お

こ
し
の
能
登
さ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き
、
引
き
こ

も
り
当
事
者
の
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
津
山
き
び
の
会
）

の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
等
学
校
の
不
登
校
の
課
題
と
併
せ
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
社
会
問
題
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
四
年
度
の
行
事
の
も
ち
か
た
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
会
議
等
は
次
の
通

り
で
す
。「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」（
敬
老
祝
賀
会
）に
つ
い
て
は
開
催
の
方
向
で
計
画
を
進

め
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
の
終
息
状
況
を
見
な
が
ら
の
実
施
に
な
り
ま
す
。

四
月

十
七
日

粟
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
総
会

二
十
一
日(

木)

令
和
四
年
度
作
東
地
域
自
治
振
興
協
議
会
総
会

二
十
四
日

粟
井
地
区
自
治
振
役
員
総
会
、
財
産
区
管
理
会

五
月

一
日

粟
井
地
区
村
創
り
の
会
総
会

六
月

五
日

田
植
え
祭
り

十
二
日

粟
井
地
区
敬
老
祝
賀
会
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

［
編
集
後
記
］

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
な
か
な
か
収
ま
り
切
り
ま
せ
ん
が
、

年
度
末
を
迎
え
、
一
年
間
の
反
省
を
し
、
来
年
度
の
総
会
準
備
に
追
わ
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
や
や
停
滞
気
味
な
粟
井
地
区
で
す
が
、
何
と
か
世
代
交
代
を
進
め
、
新
し
い

力
で
再
度
粟
井
地
区
の
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。
粟
井
小
学
校
も
新
し
い
活

用
方
法
を
模
索
し
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。


